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２０２５年度　メリー★ポピンズ 志木ルーム　事業報告書 

（保育所における自己評価） 
 

 

 

１．２０２５年度の概要　～年度の基本方針を受けて～ 
　法人理念…「にんげん力。育てます」 

　子育て目標…「センス・オブ・ワンダー」「人対人コミュニケーション」 

 

 

法人の理念・子育て目標に基づき、保育園、保護者、地域が相互に関わりながら子どもを育てていく集団を

目指す。日々の日課の充実や子ども主体の保育について日々学び続け、保育内容の質の向上をすることで

生活力の体得を実現できるようにした。 

 

次年度の施設運営方針を以下と設定し、さらなる改良を図っていく。 

【主題】原点回帰～毎日の時間を大切に人格形成の基本を確実に丁寧に～のスローガンを踏まえ、以下の

点に注力していきたいと考えます。 

 

　① 「保育品質マニュアル４-２ 基本活動」の深く理解する～ホンモノの体験を～ 

　② 「畑仕事・生き物の世話・たい肥作り」を確実に丁寧に行う～毎日の活動を大切に～ 

　③ 「混ざる」その先へ 健常児も障害児も生きる力を獲得する 

 

基本活動としている異年齢保育・座禅・雑巾がけ・さくらさくらんぼリズム体操・散歩９時出発・畑仕事・裸足保

育・縁側給食・商店街ツアー・青空保育をより深く理解し実施する事を大事にした。商店街ツアーでは、単なる

見学で終わりにせず地域の方々との人対人コミュニケーションをより強く意識できるよう、事前に役割や目的

を設定するなど、活動の準備をより丁寧に行い、社会との関りを学べるように取り組んでいく。 

 

地域交流においては、近隣園の子育て支援センターと情報共有を行い、多くの方に知っていただけるように

連携をとり、地域にも親しまれるような園づくりを行って行く。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい 子どもの理解を深める。 

実践結果 

・日々の保育の中で、子どもの興味・関心や気づきを捉えて、今後の関わり方

や子どもの育ちに合った保育を行えるようした。 

・一人ひとりの発達を捉え、保育計画に落とし込むことを意識しながら保育を

行った。実践し、振り返りを行い、環境を改善しさらに次の計画につなげていく

PDCAサイクルを定着させる。 

次年度方向性 

・引き続き子ども一人ひとりの発達をとらえ実践し、振り返りを行い、環境を改善

しさらに次の計画につなげていくPDCAサイクルを定着させていく。 

 

2 

計画・ねらい 基本活動の深い理解 

実践結果 
・スタッフが日課の意義を理解し、子どもに背中をみせて取り組んだ。 

・大人が用意しなければ経験できない・知れないことや、経験できる時間や場所
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を考えながら大人も一緒に取り組んだ。 

次年度方向性 

・スタッフが日課の意義を再確認したことで、子どもに背中を見せながら行うこと

が出来た。9時出発の散歩や商店街ツアーは引き続き取り組み方を考えていき

たい。 

3 

計画・ねらい 自ら決定する環境での生活を送り、選択力を身につける。 

実践結果 

・必要な物が整理整頓された環境で遊べる空間作りを意識した。 

・やりたいことが存分に発揮できる環境を整え、保育者がそれを見守り支えてい

けるようした。 

次年度方向性 
・子どもの今の姿を捉え、職員間で情報を密に共有しながら、環境を整えていく

ことができていたので、引き続きよりよい環境を整えていきたい。 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい 子どもの成長を丁寧に伝えていく。 

実践結果 

・日々の3分間お迎え対応の中で様子を丁寧に伝えた。子どもの日々の努力す

る姿や葛藤する姿を伝え、家での様子を聞き取り共有することで、子どもが自ら

育つ最善の環境を一緒に考え合える関係性を築けるように関わった。 

次年度方向性 
お迎え対応や日々の会話の中で保護者のちょっとした悩みに気づけるスタッフ

の視野の持ち方を広げていく。 

2 

計画・ねらい 保護者がいつ来ても整理整頓されている気持ちの良い保育園にしていく。 

実践結果 

保護者や訪問者がいつ来ても、すぐに保育者が対応し、視線を向けて万遍なく

声をかけた。園内外が常に整理整頓されており気持ちの良い保育園となるよう

に意識した。また日々の清掃や片付けなど職員の意識づけを行った。 

次年度方向性 
・やりっぱなしをなくすことで来訪者や保護者がいつ来てもきれいな状態を維持

できるように引き続き意識していく。 

3 

計画・ねらい ①思いやり②誠実さ③謙虚さ④感謝の気持ちをもってかかわる 

実践結果 

日々の生活の中の関わりの中で、上記4点を常に意識して、接遇を意識して

行った。 

また、どのような接遇が相手の立場を考えているか等振り返りを行った。 

次年度方向性 
・丁寧さの共有と養護の学びを全体で行い、すべてのスタッフが同じ丁寧さの

提供を行う 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 地域ニーズの把握と開かれた支援の基盤づくり 

実践結果 

・地域や行政の子育て支援を把握し、情報収集を行った。 

・青空保育や戸外活動を活用し、公園利用者や近隣の方の認知度を上げられ

るようにした。 
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次年度方向性 ・地域の頼られる存在としての知名度を上げられるよう、積極的に広報を行う。 

2 

計画・ねらい 保育園が地域の資源としてサービスの提供をする 

実践結果 

・園だより、ちきんえっぐだより、献立、食育だより、保健だよりなど子育て情報

の提供や発信。地域の方が育児相談や子育て拠点として活用しやすい広報活

動。 

次年度方向性 ・ちきんえっぐの参加者が増えるように情報発信について考えていく。 

3 

計画・ねらい 青空保育、園開放などによって保育園と地域のつながりを持つ。 

実践結果 
・実習生や中高生ボランティア活動の積極的な受け入れを行った。 

・近隣保育園、幼稚園、小学校との継続的な交流。 

次年度方向性 
・実習生や職場体験の学生とのかかわりを通じて、次世代を担う保育者に必 

要なスキルを把握し、支援していく。 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい スタッフが子どもの育ちを常に語り合う集団であり続ける。 

実践結果 
・日常的に保育を語り、子どもを理解しようとしたことで、より子どもの話を語り

合う集団になった。 

次年度方向性 大人も子どもも興味関心を広げ、自ら行動し姿を育んでいく。 

2 

計画・ねらい スタッフ一人ひとりが目標を持ち、具体的な取り組みを明確にする。 

実践結果 

・スタッフ一人ひとり自己の目標を明確にして記録することで、スキルアップに繋

げていく。全職員が年間目標を設定し、目標達成の為の学びを常態とする。ま

たその学びをアウトプットしていくことで、チーム力に強化につなげる。 

次年度方向性 
次年度も視野を広げるために、他園との交流を積極的に行い、一人ひとり のス

キルアップを目指す。 

3 

計画・ねらい 保育内容の充実 

実践結果 
スタッフ一人ひとりが法人の保育理念や園目標を意識しながら子どもたちの

個々の発達に合わせ、成長に必要な 活動、遊びを保障できるようにした。 

次年度方向性 
保育者同士が同じ目標に向けて、協力をしながら保育、業務を行っていけるよ

うに意識していく。 

 

 

（５）環境実施目標 

 

1 

計画・ねらい 食材や食の循環・環境への意識を育む環境教育の実践。 
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実践結果 
・食育にて食材の加工体験をできるようにした。 

・子どもを中心に収穫を継続的に行った。 

次年度方向性 ・畑で収穫した作物を活用した食育活動と給食を引き続き行う。 

2 

計画・ねらい 毎日畑仕事に取り組む事で、その時に必要な事を判断して、活動を行う。 

実践結果 
・野菜の成長を見ていく中で、何をしたら良いのかを考えることで、収穫を行っ

た。 

次年度方向性 ・子どもの意欲を高めるための援助のために、個々の発達を捉える目を養う 

3 

計画・ねらい 給食残渣を減らす。 

実践結果 
・戸外での活動量を増やし、食欲に繋げる。 

・出汁がらをみそ汁の具やふりかけにして再利用する。 

次年度方向性 
・スタッフ一人ひとりが食糧残渣を把握し、食べる意欲を育める取り組みを 実

践する。 

 

 

（６）チーム保育の強化 

1 

計画・ねらい スタッフの自己肯定感を高め、チームとしての連携を大切にする。 

実践結果 日頃の保育の中で、お互いの強みと感じる事を伝え合い、自己肯定感を高める 

次年度方向性 

・自分たちのやってみたいことを声に上げることはできるようになりつつあるの

で、そこに子どもへの育ちの願いやリスクを踏まえた提案ができるように工夫を

していく 

2 

計画・ねらい スタッフが子どもの育ちを常に語り合う集団であり続ける。 

実践結果 

・保育に打ち込める環境、お互いに認め合い尊重される関係性で働きやすい環

境の中で、より語り合う集団になる。日常的に保育を語り、子どもを深く理解し

てく。 

次年度方向性 

・子どもたちが何に興味を持っているのか、子どもの視点を考える目を養うた

め、「くっちゃべる」時間を大切にし、多角的に子どもの育ちが見られるようにし

ていく。 

3 

計画・ねらい 年間目標の振り返りとPDCA化 

実践結果 
全職員が年間目標を設定し、主任、リーダーによるフィードバックと課題抽出を

行いPDCA化し、常により良い保育へ繋げる。 

次年度方向性 
・園スタッフがそれぞれの専門力を高めるとともにチームとしての力を高めてい

く 
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２．施設運営 
 

（１）児童利用状況 

月極利用児童受託状況（延べ人数） 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

年度前半：

4～9月 
3名 6名 6名 6名 6名 6名 33名 

年度後半：

10～3月 
3名 6名 6名 6名 6名 6名 33名 

 

延長保育利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
207名 197名 209名 208名 117名 89名 89名 141名 201名 146名 140名 140名 2004名 

うち 

0歳児 
0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

 

 

一時保育利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

うち 

0歳児 
0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　（３月１日時点） 

常勤  保育士 ５名  栄養士 １名 

パート  保育士 ２名   
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３．運営報告 
 

（１）施設内会議 

会議名 実施回数 会議内容 

園会議 

月1回 

※2,3月は

策定会議に

て実施 

・コンピテンシー 

・保育の質向上に関わる勉強会 

・園内研修含むディスカッション  

・保育に関わる情報共有 

給食運営会議 月1回 

・給食の様子についての振り返り 

・丁寧な給食のための取り組みについてディスカッション 

・食育計画の進捗確認、振り返り 

事故防止委員会 月1回 

・施設内外の危険個所チェックと共有 

・自園含む法人内の事故記録簿の共有 

・ヒヤリハット、インシデントの分析 

 

 

（２）出席した施設外会議（Web参加含む） 

会議名 実施回数 参加スタッフ 

施設長会議 月1回 施設長 

施設長勉強会 月1回 施設長 

食育会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長、調理スタッフ 

保健会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長 

主任会議 年4回 主任・ミドルリーダー 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士 

 

 

（３）係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

衛生管理係 

・園内の汚染区域の衛生管理 

・清掃備品や衛生備品等の管理 

・検便容器配布、回収管理 

安全対策係 

・避難訓練計画立案、実施、振り返り 

・安全な物的環境整備、ハザードマップ管理 

・ヒヤリハット、インシデントの管理、活用 
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防火管理者 
・避難訓練計画立案実施 

・園内設備の防火管理 

食品衛生管理係 

・食品品質衛生管理 

・食育会議の立案、参加 

・食育行事の実施 

畑係 
・消耗備品の管理確認、発注 

・年間農業計画立案、畑管理 

 

 

（４）行事係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

地域担当係 
・地域支援活動の一環として、ちきんえっぐ、青空保育（中道公 

園）を実施。徐々に参加人数も増加してきた。 

大型行事係 
・運動会、どろんこ祭り、生活発表会、卒園式の計画を立案し実

施 した。 

 

 

 

４．保育支援 
 

（１）保育･保育参加･保護者面談および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望へ

の対応 

保育 

・安定したアタッチメントを行うことで、基本的信頼関係を築く。 

・保育者が安全基地となり、子ども達が安心して他者への関わりを行えるように する。 

・多種多様な自然や生き物、地域の人々との関わりを体験する。 

・子どもの体調変化に細やかに目を配り、十分にケアする。 

保育参加 4～3月まで　合8名　が参加済み　　（3月31日時点） 

保護者面談お

よび発達相談 
4～3月まで　合計2名　が参加済み　　（3月1日時点） 

運営委員会 

運営委員会を6月27日、11月28日にメリー★ポピンズ志木ルーム会場にて実施し、参

加した保護者4名 

詳細は議事録に記載　　 

 

 

（２）計画した年間行事の振返り 

　・別紙「２０２５年度 年間スケジュール」に掲載 

　・保育参加・保護者面談は随時開催 
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（３）給食・食育に関する実践結果 

1 

計画・ねらい 
子どもも大人も混ざり合って食べ、自分が食べる量や時間、場所を自己決定

し、食べる意欲を育てる 

実践結果 
・給食バイキングの実施 

・子ども自身が食べる場所や時間を選択できる環境づくりの実施 

次年度方向性 ・食の環境が整った空間で、安心して食事が楽しめる雰囲気作りを行う 

2 

計画・ねらい 食事の時間を好きになれるよう、明るく楽しい雰囲気をつくる 

実践結果 

・子どもが自分自身で食べることを丁寧に見守る 

・子どもの苦手な食べ物を把握し、どの様に介助するのかを話し合う 

・食事がマナーを教え込む場面だけにならないように配慮する 

次年度方向性 
・苦手な食べ物に対して、引き続き強制せずに食べたくなる意欲を育む取り 組

みを考え、実践していく。 

3 

計画・ねらい 命をいただく活動を通じて、食の循環や労働の必要性を学ぶ 

実践結果 ・食材の加工、生産と畑仕事への活用 

次年度方向性 ・食の循環の学びのために堆肥作りを丁寧に行う 

 

 

（４）保健に関する実施結果 

実施項目 詳細 

園児健康診断 6月5日／11月6日に実施 

歯科検診 6月11日にメリー★ポピンズ志木ルーム会場にて実施 

保健だより 毎月25日におたより配信を実施 

スタッフ健康診断 年1回実施 

スタッフ検便 毎月1回（全スタッフ対象） 

その他実施した園児への保

健指導、又は、取組等 

手洗い、うがい、鼻のかみ方、歯磨き指導 

② 12月16日、17日に園内にて5歳児対象「性教育」を実施 

流行した感染症 
①  1月13日に、園児16名・スタッフ2名蔓延し、朝霞保健所へ報告 

②  1月18日に終息 

発作・痙攣等の対応 特になし 
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エピペン®使用できるスタッフ

の状況 
・本日時点で、在籍スタッフ10名のうち、10名が使用可能 

AED使用できるスタッフの状

況（AED設置施設のみ） 
・本日時点で、在籍スタッフ10名のうち、10名が使用可能 

その他保健に関する取組 
ウイルス感染予防のため、うがい指導・手洗い指導を行う。また消 毒・換

気を徹底する 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
6･12月の25日に実施済み 

避難消火訓練 毎月1回／15日に計12回実施済み 

不審者侵入訓練 6･12月の25日に実施済み 

情報セキュリティチェック 5月･11月に実施済み 

誤飲・誤嚥防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日に計12回実施済み 

個人衛生点検簿／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認

／保険証期限確認 

年2回／4･10月　 

⇒4月1日、10月1日に実施済み 

身長体重測定 毎月1回／20日　実施済み 

児童健康診断 

  

内科健診　各年2回／6月5日、11月6日 

歯科健診　各年1回／6月11日 

運営管理 

児童・保護者の人権に関する

チェック 

年2回／4･10月の園会議時　 

⇒4月25日、10月17日に実施済み 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間　実施済み 

利用者アンケート調査 8月25日～9月5日に実施済み 
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（６）実施した環境整備の状況 

1 

計画・ねらい 
子どもの興味・関心を探り、スタッフ同士で連携を取りながら子どもの活動を把

握する。 

実践結果 

・学年で区切ることなく、大きな家の一人として子どもの主体性を大事にし、子ど

もの興味・関心を探っていく。その中で必要な環境をチームで考え、試行錯誤し

ながら連携していく。 

次年度方向性 

・チーム保育でゾーン保育を深めていく 

保育園全体でゾーンの配置を決め、遊びを通して異年齢での関りができるよう

にする 

2 

計画・ねらい 子どもの姿から遊び込める環境を整える 

実践結果 子どもの姿や子どもの気づきを大切にしながら環境設定を行う。 

次年度方向性 
今年度見直した環境や保育の在り方を基盤に、子どもたちの主体性の理解 と

実践から見える姿を深掘りしていく。 

3 

計画・ねらい 静と動に分けられ安心できる場を作る。 

実践結果 子どもたちの様子を見ながら安心して過ごせる場所や活動できる場を考える 

次年度方向性 
・心身ともに安心できる清潔で過ごしやすい環境を整える 

ゾーン保育の学びを継続する 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検結果 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検実施時期 点検結果 

1 おままごと棚 

 

乳児室 

 

 

　　　　毎日 

 

　　　異常なし 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 

1 避難消火訓練 ・毎月火災、地震、水害、通報等の訓練を実施 

2 
消防署員立会

訓 練（年1回） 
・消防署員立会いの元、訓練について助言を頂く 

3 
消 防 設 備 点 

検 （年2回） 
・園内外の消防設備について定期的な点検の実施 

4 

マニュアル№3 

危機管理マニュ 

アル設 

・本部の定める危機管理マニュアルの徹底 
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5 

園庭遊具・施設 

設備安全点検

実 施（年6回） 

・本部の定める遊具や設備点検マニュアルの実施 

6 

事故防止自主

点 検実施 （年4

回） 

・本部の定める事故防止点検マニュアルの実施 

7 

ヒヤリハット報 

告書・インシデ 

ント報告書・事 

故記録簿の作

成 （随時） 

・怪我には至らなかったが、一歩間違えれば怪我につながるような事例を ヒヤ

リハット報告書へ記入し、共有 ・通院までには至らなかったが、怪我に至ってし

まった事例をインシデン ト報告書へ記入し、再発防止策を共有 ・通院を伴う怪

我の事例を事故記録簿へ記入し、再発防止策を共有 

8 

 

午睡時「生存確 

認表」記録 

・園専用アプリの「うちのこアプリ」を利用し、午睡時保育者による5分 おきのブ

レスチェックの実施、体位生存確認情報の入力 

9 
不審者侵入訓

練 （年2回） 
・年に2回、不審者が園内に侵入することを想定した訓練の実施 

10 

ケガ事故発生

時 対応フロー

チャ ート設置 

・本部危機管理マニュアルに基づき、怪我発生時の対応についてはフロー 

チャートに従った手順で実施 

11 
投薬ルールの

運 用 
・薬の受付から投薬、返却に至るまでを保育運営マニュアルに基づいて実施 

12 

光化学スモッグ 

発令時の掲示、 

発令内容に準じ

た活動 

・自治体からの発令をメールや電話で受け次第、必要に応じて戸外活動の 制

限を実施 

 

 

 

６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度の振返り 

昨年度よりも多くの実習生と学生ボランティアを受け入れ、学生の学ぶ機会を提供することができた。 また学

生との関わりを通じて、園の保育者にとっても自身の保育を客観的に振り返ることができた。 次年度もより多

くの学生の受け入れ希望に応じていきたい 

 

 

（２）実習生の受入 

日程 学校名 人数 実習内容 

2月4～18日 彰栄福祉専門学校 1名 観察実習 

 

 

（３）中高生の受入 

日程 学校名 人数 
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12月15,19日 志木高等学校 5名 

 

 

 

７．スタッフ研修 
 

（１）園内研修の開催 

（２）外部研修への出席 

日程 主催 研修名 出席 
施設長推

薦 

11月17～15日 埼玉県主催 
キャリアアップ研修 

(保健衛生・安全対策) 
1名 無 

11月17～15日 埼玉県主催 
キャリアアップ研修 

（マネジメント） 
1名 無 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修 

（子育ての質を上げる

会議） 

17日 

1名 

21日 

1名 

25日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

17日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

18日 

1名 

施設長勉強会 
17日 

1名 

22日 

1名 

26日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

23日 

1名 

20日 

1名 

18日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

19日 

1名 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴にて研修を実施（全スタッフ対象） 

リーダー養成研修 参加者なし 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 参加者なし 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を

施設長が所定様式を使用して個々に伝えた。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をした。 

 

 

 

８．地域交流 
 

（１）今年度方針・テーマの振り返り 

地域に開かれた保育園として、近隣の保育園、小学校、高齢者施設との交流を行ってきた。一方で広報
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活動が十分にできなかった月は参加者が著しく低下する傾向も あり、地域に愛される園として広報活動

の工夫と向上を目指す必要がある。 

 

 

（２）実施した地域交流 

活動行事 内容 

どろんこ祭り 年1回　　　参加述べ人数：80名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：直路交通公園にて　　参加延べ人数：20名 

商店街ツアー 

週1回　主な行き先：カスミ、ブルームーン、アリスブン カ、オリジン弁当、サン

クス三上、志木駅、スパイスハウス、志木郵便 局、長崎亭、敷島神社、マル

イ、ギャラリースペース等 

世代間交流 毎月1回にカインドケア志木にてシニア世代との交流を実施 

異年齢交流 11月20日に志木第3小学校にて1年生との交流を実施　 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉　実施 

 

 

 

９．小学校との子ども間交流・職員間交流 
 

（１）今年度の振り返り 

毎週の志木小学校での畑仕事も継続的に行えたことで、小学校の生活に触れ たり、小学生と挨拶を交わす

機会が増えたりと、日常的に交流を図ることができた。職員間の交流が あまり持てなかったため、次年度は

積極的に行っていきたい。 

 

 

（２）具体的な連携 

日程 学校名・クラス名 
参加 

人数 
活動名（会場） 内容 

毎週2回 志木小学校 18名 屋上園庭での畑仕事 子ども間交流 

11月20日 
志木第三小学校 

1年1.2.3組 
24名 秋の木の実遊び 子ども間交流 

 

 

 

１０．要支援児 
 

（１）個別支援計画の作成・見直しの状況 

今年度、対象園児なし 
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（２）毎月のケース会議開催の状況 

今年度、対象園児なし 

 

 

（３）進級引継、および小学校への引継状況 

進級に於いての引き継ぎは子どもの姿の共有会議において実施した。また、小学校への引き継ぎは 口頭で

の引き継ぎと保育指導要録の提出を実施した。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

実績数 15 0 0 2 0 1 0 0 0 0 13 10 40 

 

実施項目 詳細 

施設開放 （月）～（土）9:30～16:30　にて実施　来園延べ人数：0名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　　　⇒計0件相談実施済み 

自然食堂　

親子ランチ

交流 

毎週（水）10:00～12:00　　　　　　　⇒計2回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

どろんこ　芸

術学校 

どろんこ　自

然学校 

毎週（水）10:00～12:00　　　⇒計0回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00　にて実施 

ちきんえっぐ

だより 
毎月1日発行 

青空保育（支

援センター主

催） 

月1回　　　公園名：直路交通公園にて　以下日程にて実施 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

15名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 9名 10名 34名 
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１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

今年度受審なし 

 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２５年１１月１２日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施済み。 

自己評価開始時刻：９時００分 

自己評価終了時刻：１２時００分 

自己評価実施者：鈴木小春、町野由美 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用 保護者に対し、アンケートを実施 

アンケート配布日：８月２５日 

アンケート回収率：１００％ 

 

　実際に利用される保護者の方の意見を聞くことができ、利用しながらどのようなことに注目 されているの

か、傾向を把握することができた。すぐに改善できるものはすぐに取り組み、長期的に 取り組んでいかなけれ

ばならないことは、次年度も継続して取り組むことで、園全体の環境や質の向 上に活かしていきたい。 

 

 

 

１３．苦情解決・ケガのうち報告すべき事項 
 

ご意見ご提案デスク（ＨＰ・メール・電話）、口頭・書面・連絡帳・ご意見ご提案ボックスによって寄せられた全て

の意見・要望・苦情について、原則、「苦情対応体制」に従い、法人として解決を図る。以下、報告すべきご意

見・ケガに関しては次の通りとなる。 

 

（１）報告すべきご意見 

報告すべきご意見 ０件 

 

 

（２）報告すべきケガ（事故含む） 

報告すべきケガ（事故含む） ０件 

 

 

※なお、報告書内の３月度の数値結果に関しては、すべて見込みの数値となっている。 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　　作成者：メリー★ポピンズ 志木ルーム 施設長　鈴木小春 
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